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講
師
の
先
生
の
講
演
よ
り

　

高
山
教
授
は
、最
初
に
、

戦
後
築
か
れ
た
社
会
の
仕

組
み
の
閉
塞
感
の
改
革
が

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
国

民
生
活
に
関
す
る
世
論
調

査
結
果
で
、
国
民
の
70
％

が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て

お
り
、「
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
な
い
社
会
」
と
な
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
や
障

害
者
を
取
り
巻
く
地
域
環

境
は
振
り
込
め
詐
欺
や
リ

フ
ォ
ー
ム
・
布
団
・
消
火

器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
な

ど
が
横
行
し
、
身
近
な
相

　

県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
平
成
23
年
１
月
27
日（
木
）
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
８
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
定
員
を
超
え
る
４
２
５
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
22
年
度

談
者
、
生
活
変
化
を
察
知
で
き
る

関
係
者
が
地
域
に
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
、
特
に
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
々
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
日
常
的
金
銭
管
理
を

一
人
で
は
行
う
こ
と
も
困
難
で
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
も
引
き
起
こ
す
な
ど
、

適
切
な
対
応
が
と
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
当
時
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
対
応
と
し
て
、
地
域
全

体
で
日
常
的
つ
な
が
り
か
ら
支
援

す
る
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
を
当
時
を
回
想
し
て
述
べ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
始
当
初
は
「
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
」
と
い
う
名
称

で
始
め
ら
れ
た
こ
と
の
経
緯
や
10

年
間
以
上
経
ち
、
よ
う
や
く
地
域

に
馴
染
ん
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、

今
後
に
向
け
て
事
業
を
支
え
て
い

る
側
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
以
下

７
つ
の
提
言
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
広
く
県
民
に
広
報
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
。
今
回
は
、
平
成
11
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
か

ら
事
業
に
関
わ
り
の
あ
る
東
洋
大
学
の
高
山
直
樹
教
授
を
お
招
き
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
10
年
が
過
ぎ
、
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
、
こ
れ
に
伴
い

認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
地
域
支
援
と
し
て
、
当
事
業
が
地
域
福
祉
活

動
の
要
の
事
業
と
し
て
着
実
に
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
ま
た
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地

域
社
会
に
お
い
て
、
安
心
し
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

そ
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
貰
う
た
め
、
講

演
の
テ
ー
マ
を
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
意
義
と
役
割
」
と
題
し
て

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今後に向けて
　高山先生より７つの提言
① 利用者本人を中心に据えて
支える。
② 本人の声を中心に支える。
③ 本人の力、強さを中心に支
える。
④ 本人の声の実現をチームで
支える。
⑤ 本人を支えるネットワーク
で支える。
⑥ 本人とチームが社会資源を
創出する。
⑦ 本人を権利擁護ネットワー
クで支える。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
結
果

　

参
加
者
の
年
代
層
は
60
歳
以
上
が
全
体
の
80.2
％
と
大
半
を
占
め
て
お
り

ま
し
た
。
又
、
男
女
別
で
は
女
性
が
７
割
弱
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が

参
考
と
し
て
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
ご
意
見
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
主
な
ご
意
見
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

○
独
居
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
不
安
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
制
度
と
し
て

充
実
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　

○
本
人
の
幸
せ
を
考
え
る
こ
と
。そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
「
幸
せ
」

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
支
援
し
た
い
。

　

○
利
用
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
一
番
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

○
自
立
支
援
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
。

　

○
今
、
支
え
る
人
も
必
ず
支
え
ら
れ
る
側
に
な
る
・
・
・
心
し
て
今
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
。

　

○
利
用
者
の
自
分
ら
し
さ
を
発
見
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い

知
り
ま
し
た
。
決
め
つ
け
・
先
入
観
を
な
く
し
寄
り
添
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

○
地
域
の
方
と
一
緒
に
よ
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　

○
毎
日
の
支
援
を
反
省
し
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

○
権
利
擁
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
や
「
自
助
・
互
助
・
共
助
」

の
連
携
と
強
化
、
特
に
共
助
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

○
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、
障
害
者
で
あ
っ
て
も
最
後
ま
で
人
間
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

県社協・宮下会長

高山直樹氏
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苦情解決セミナーが実施されまし苦情解決セミナーが実施されましたた

　

久
田
先
生
は
、「
苦
情
は
職
員

と
家
族
の
関
わ
り
も
大
事
で
あ

る
が
、
同
時
に
職
員
間
の
人
間

関
係
や
態
度
等
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
事
例
を
通
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
者
に
は
富
岡
市
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妙
義
施
設

長
の
三
ツ
木
真
由
美
氏
、
高
崎

市
心
身
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々

木
幸
男
氏
を
お
招
き
い
た
し
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
概
要
、

苦
情
解
決
体
制
の
説
明
、
事
例

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
相 談 件 数 60 313 649 866 1,510 2,454 3,224 3,514 13,224 16,021 20,899
契 約 件 数 0 17 70 79 116 133 204 202 252 235 196
実利用者数 0 12 54 102 174 245 369 476 603 703 801

相談件数

実利用者数

契約件数

平成21年度末現在の
実利用者の割合

精神障害

知的障害
20.1%

16.1%
認知症
63.9%
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日常生活自立支援事業　相談・契約・実利用者数の推移
事
務
局
よ
り

　

そ
の
他
、
大
勢
の
方
々
か
ら
当

事
業
へ
の
ご
支
援
の
お
言
葉
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

の
定
員
の
関
係
か
ら
お
断
り
や
別

会
場
で
の
御
聴
講
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
重
ね
て
、
ご
参
加
の
皆
様
の

ご
健
康
と
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

平成22年度

　平成23年２月22日（火）、県社会福祉総合センター８階ホールにおいて、「苦情解決セミナー」が開催されました。
　昨年同様、たくさんの申し込みをいただきました。
　今年は、「苦情解決の意義と目的」～利用者本位サービスの実現に向けて～というタイトルで、日本女子大学人間社会学
部社会福祉学科教授の久田則夫氏を講師に招き開催しました。

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
事
例
報
告
の
あ
と
、
講

師
と
事
例
報
告
者
に
よ
る
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、
会

場
か
ら
も
活
発
な
質
問
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
解
り

や
す
か
っ
た
」「
今
日
の
内
容
は

職
場
に
持
ち
帰
り
研
修
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
苦
情
解
決
体
制
が
す
べ

て
の
事
業
所
に
お
い
て
整
備
さ
れ
、

利
用
者
の
声
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

会
場
の
定
員
の
関
係
も
あ
り
、

申
し
込
み
を
い
た
だ
き
な
ら
が
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
わ
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

久田則夫氏三ツ木真由美氏

佐々木幸男氏
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
審
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
審
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
と
は
、
事
業
所
の
実
施
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
当
事
者
（
事
業
者
及
び
利
用
者
）
以
外
の
公
正
・
中
立
な
第
三

者
機
関
が
、専
門
的
か
つ
客
観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る
事
業
の
こ
と
で
す
。

第
三
者
評
価
は
、
最
低
基
準
等
を
満
た
し
た
上
で
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
が
、
自
ら
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
質
の
向
上
や
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
の
た
め
に
、
受
審
料
を
払
っ
て
受

け
る
も
の
で
す
。

　

群
馬
県
内
で
は
、
58
の
福
祉
施
設
（
平
成
23
年
１
月
末
現
在
）
が
受
審

の
終
了
又
は
受
審
の
契
約
を
す
ま
せ
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
と
っ
て

　

評
価
を
受
審
す
る
事
業
者
と
し
て

は
、
客
観
的
に
支
援
・
援
助
シ
ス
テ

ム
を
分
析
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
自

分
た
ち
に
何
が
足
り
な
い
の
か
、
ま

た
、
逆
に
何
が
自
分
た
ち
の
特
徴
な

の
か
を
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
と
し
て
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
に
進
む
に
は
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
を
発
見
す
る
機
会
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

利
用
者
に
と
っ
て

　

こ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

事
業
に
は
、
利
用
者
本
位
と
い
う
考

え
方
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
が
実
践

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
達
成
さ
れ

て
い
る
か
を
第
三
者
が
評
価
し
、
そ

の
情
報
を
利
用
者
等
に
提
供
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
利
用
者
や
こ
れ
か

ら
利
用
す
る
方
々
へ
の
中
立
・
公
正

か
つ
適
切
な
情
報
源
と
な
り
ま
す
。

受
審
に
よ
る
効
果

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

を
受
審
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
点
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す

　

現
在
、
日
常
的
に
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
が
、
本
当
に
利
用
者
本
位

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
改
善
す
べ
き
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

②
目
標
設
定
に
つ
な
が
り
ま
す

　

改
善
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
具
体
的

な
目
標
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
達

成
に
向
け
た
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善

　

目
標
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
、
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
改
善
さ
れ
、
結
果
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
ま
す
。

④
職
員
の
気
付
き

　

評
価
を
受
け
る
課
程
や
自
己
評
価

の
課
程
で
改
め
て
利
用
者
本
位
の

サ
ー
ビ
ス
に
気
付
き
、
課
題
の
共
有

と
と
も
に
改
善
意
欲
の
向
上
に
結
び

つ
き
ま
す
。

⑤
利
用
者
や
地
域
か
ら
の
信
頼

　

評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、
利
用
者

か
ら
の
信
頼
の
向
上
と
地
域
か
ら
の

信
頼
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
事
業
者

独
自
の
姿
勢
や
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

群
馬
県
に
お
け
る
評
価
の
特
徴

自
己
評
価
が
基
本

　

本
県
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
事
業
の
特
徴
の
一
つ
は
、

自
己
評
価
が
基
本
で
す
。

　

職
員
全
員
参
加
に
よ
る
自
己
評
価

は
、
職
員
の
研
修
、
資
質
の
向
上
、

そ
し
て
気
付
き
の
側
面
を
も
含
み
ま

す
。

シ
ス
テ
ム
評
価

　

シ
ス
テ
ム
（
仕
組
み
）評
価
と
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
評
価
す
る
の
で

は
な
く
、
組
織
と
し
て
の
仕
組
み
や

体
制
が
で
き
て
い
る
か
を
評
価
し
ま

す
。
規
程
、
指
針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

個
別
計
画
等
が
明
文
化
さ
れ
、
職
員

が
共
通
の
認
識
の
も
と
に
サ
ー
ビ
ス

等
を
行
っ
て
い
る
か
で
す
。

評
価
基
準
の
基
本
的
な
考
え
方

①
ラ
ン
ク
付
け
や
欠
点
探
し
で
は
な

い
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
は
、

ラ
ン
ク
付
け
や
欠
点
探
し
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
行
政
監
査
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価

　

行
政
監
査
は
、
最
低
基
準
を
確
認

し
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
事
業
は
、
最
低
基
準
の
上
に
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
創
造
し

て
い
く
か
を
考
え
る
も
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
推
進
セ
ン

タ
ー
ぐ
ん
ま

　

前
橋
市
新
前
橋
町
13
│

12

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

　

☎
０
２
７
│

２
５
５
│

６
３
６
８

　このロゴマークは群馬県における
福祉サービス第三者評価を受審した
事業者に付与されます。
　デザインは、群馬の「Ｇ」と「心」
をもとに作成されています。
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群馬県社会福祉協議会にご寄付をいただいた皆様です。（平成22年４月１日～平成23年２月末日まで）
心より感謝いたしますとともに、趣旨に沿うよう活用させていただきます。

ありがとうございますありがとうございます

 (順不同・敬称略）
【前橋市】 群馬カラオケ連盟、群馬県立保育大学校四期生同窓会一同
 (財)上毛新聞厚生福祉事業団「愛の募金」、富国生命保険相互会社前橋支社
【高崎市】 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、
 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会・群馬県協会、
 高崎パイロットクラブ、
 末日聖徒イエス・キリスト教会高崎ワード
【渋川市】 伊香保国際カンツリークラブ
【東吾妻町】 群馬県理容生活衛生同業組合青年女性部
【東京都】 群馬ヘリポート「空の日」実行委員会
　　　　　　　（日本空港コンサルタンツ・大成サービス連合体）、
 NPO法人モバイル・コミュニケーション・ファンド

～群馬県社会福祉協議会活動推進計画策定～

　県社協では、「県民だれもがともに支え合い、住みなれた家庭、地域で、その人らしく安心して暮らせる福祉社会の実現を
めざします」を基本理念として、県社協が今後めざすべき目標や、特に重点的に取り組むべき事業を明確にするため「群馬
県社会福祉協議会活動推進計画」を策定しました。
　この計画に基づく取り組みの推進期間は、平成23年度から５か年とします。
  　　　　　　　　　計画は、（１）基本理念、(２)基本目標、(３)実施計画の３部で構成されています。

  基本理念を実現するため、次の４項目を基本目標として、県民参加と利用者本位の福祉サービスの実現をめざし、そして
それらを支える人づくりに向けて、地域福祉を総合的に推進します。

　　　　　　１　安心の福祉のまちづくりを推進します
　　　　　　２　その人らしい生活・自立を支援します
　　　　　　３　福祉人材の確保・育成に向けて支援します
　　　　　　４　県社協の組織体制を強化します

 ４つの基本目標を具体化するための実施計画（特に重点的に取り組む事業）

　　　　　　・地域におけるきめ細かな福祉活動の展開
　　　　　　・福祉サービス利用者等の権利擁護活動の推進
　　　　　　・社会福祉法人・施設等の福祉サービス事業者への支援
　　　　　　・福祉サービスを支える福祉人材の確保への取り組みと人材育成への貢献
　　　　　　・地域福祉を推進する県社協機能と組織の充実・強化

　本計画の策定にあたり、県内の福祉関係者・学識経験者21名からなる策定委員会において熱心に審議されました。

基
本
目
標

実
施
計
画

県社協の今日的に果たすべき役割と方向性を明らかに

県社協宮下会長（左）に「活動推進計画」
を答申する 群馬県社協活動推進計画策
定委員会 吉田 亨 委員長（群馬大学医
学部教授）

基本理念　　県社協が目指すべき全体の目標・役割・機能 

基本目標　　基本理念を実現するための目標

実施計画　　基本目標を具体化するための事業計画（特に重点的に取り組む事業）

　　　　　推進項目　　目標達成のため重点的に取り組む推進項目
　　　　　　　　　　　【 記載内容 】
　　　　　　　　　　　　　① 現状と課題
　　　　　　　　　　　　　② 何をめざすか／予測される効果(事業のねらい）
　　　　　　　　　　　　　③ 目標に向けてどうするか／具体的な事業内容
　　　　　　　　　　　　　④ 財源

　　　　　実施事業　　具体的な実施事業

計画の構成
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　平成18年８月に旧福祉会館から高崎市総合福

祉センターに移転しました。３度の合併により、

本所と６つの支所でボランティアセンター業務を

しています。

　日常の業務は、来所や電話、Ｅメールでのボラ

ンティア相談に応対し、ボランティアをしたい方

とボランティアを必要としている方のコーディ

ネートをしています。

　また、年１回全市的なボランティアニーズ調査

を実施し、ホームページなどでニーズ情報を提供し

たり、コーディネートの資料として活用しています。

　その他、さまざまな講座を実施しており、学生を対象としたものや、傾聴や手品などの技術を学び活動に活かし

てもらうもの、コーディネーター総出で個別相談を行うものなどがあります。

　平成21年３月に策定した高崎市地域福祉活動計画の重点項目に、公益活動（ボランティア・市民活動）の支援が

明記され、計画を実現する為にボランティアプロジェクトチームを立ち上げました。プロジェクトチームでの議論

によって、たくさんの市民にボランティア情報を提供するためのメールマガジンを構築したり、新しいボランティ

アセンターパンフレットを作成したり、コツコツとボランティア活動の推進に努めています。

高崎市ボランティアセンター
〒３７０－００６５　高崎市末広町１１５－１　高崎市総合福祉センター３階
☎０２７－３７０－８８５５

　３月５日（土）、県内の社協職員を対象に、「なぜ、

社協が災害支援に取り組むか」とのテーマの下、

全国社会福祉協議会の災害支援担当の園崎参事、

全国的な支援にプロジェクトメンバーとして携

わっている宮城県社協の北川係長を講師に招き、

災害支援セミナーを開催した。

　「災害支援は被災という新たな生活課題を抱え

た住民への支援活動」であることを認識すると共

に、その支援の手法としての「ボランティア活動」、

また、ボランティア活動を効果的に進めていくた

めに「災害ボランティアセンターの運営の必要性」

を被災地での実践事例等から学び、発災から復興

での一連の流れを参加者間で研究・協議し、災害＝災害ボランティアセンターではなく、復興へ向けた

長い支援の取り組みを見つめた時に、社協の日常活動の大切さを再認識する機会となった。

高崎市ボランティアセンター

ボランティアセンター

災害支援は、被災という生活課題を抱えた住民の支援
～ 災害支援セミナーより ～

Hel
lo!

高崎ボラセンのコーディーネーター

講演をする宮城県社協・北川氏
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１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　
「
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
ち
、

助
け
合
い
な
が
ら
心
豊
か
に
生
き

る
子
の
育
成
」
を
目
標
に
福
祉
教

育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

﹇
低
学
年
﹈
友
達
と
仲
良
く
し
、

　

本
校
は
市
内
で
も
伝
統
あ
る
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、
地
域
遺
産
を
生

か
し
た
体
験
的
な
学
習
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
買
場
紗
綾
市
や
え
び
す
講

は
児
童
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

助
け
合
う
。
身
近
に
い
る
幼
い
人

や
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
の
機

会
を
生
か
し
、
温
か
い
心
で
接
し

仲
良
く
す
る
。

　

﹇
中
学
年
﹈
相
手
の
こ
と
を
思

い
や
り
、
親
切
に
す
る
。
地
域
の

方
々
と
の
交
流
の
機
会
等
を
生
か

し
、尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
接
す
る
。

　

﹇
高
学
年
﹈
誰
に
対
し
て
も
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
も
ち
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
親
切
に
す
る
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
地

域
社
会
に
役
立
つ
活
動
が
で
き
る
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

ど
の
児
童
も
よ
く
あ
い
さ
つ
し
、

学
年
の
壁
を
越
え
て
校
庭
で
仲
良

く
遊
ぶ
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
児
童
と
共
に
、
標
記
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の

取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

⑴
奉
仕
活
動
の
充
実

　

本
校
は
木
々
が
多
く
、
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
反
面
、
秋
に
は

落
ち
葉
が
多
い
た
め
、「
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
を
学
校
行
事
と
し
て
設
け
、

一
斉
に
校
庭
及
び
学
校
周
辺
を
清

掃
し
て
い
ま
す
。

⑵
児
童
会
活
動
の
充
実

①
「
み
ん
な
の
こ
と
を
知
り
合
お

う
」
活
動

　

集
中
玄
関
に
自
分
の
思
い
を
み

ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
掲

示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
書
い
て

も
ら
う
内
容
は
定
期
的
に
変
更
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
学
校
郵
便
活
動

　

児
童
が
行
き
交
う
と
こ
ろ
に
、

ポ
ス
ト
と
便
せ
ん
を
置
き
、
役
員

が
手
紙
を
配
達
す
る
こ
と
で
、
異

学
年
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

③
あ
い
さ
つ
運
動

　

高
学
年
の
児
童
が
通
学
路
に
立

ち
、
登
校
す
る
下
級
生
に
あ
い
さ

つ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
校
門
の
外
に
も
広
が
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

 

⑶
命
を
大
切
に
す
る
活
動

　

愛
鳥
モ
デ
ル
校
と
し
て
鳥
の
世

話
を
し
た
り
、
商
店
の
ご
厚
意
で

野
菜
を
頂
い
て
ウ
サ
ギ
の
飼
育
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に

「『
特
色
あ
る
教
育
活
動
』
奨
励
事

業
〜
ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
学
校

自
慢
〜
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
季
節
に
合
っ
た
花
を
育
て
、
校

内
を
飾
り
ま
し
た
。

３
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
児

童
は
友
達
と
の
関
わ
り
合
い
を
深

め
、「
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
体
験
的
な
学

習
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

す
る
こ
と
、
生
き
物
た
ち
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
福
祉

教
育
の
推
進
に
努
め
、
児
童
の
実

践
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

桐
生
市
立
北
小
学
校

桐
生
市
立
北
小
学
校学校行事「クリーン作戦」

　NPO法人じゃんけんぽんでは、高齢者から子どもまで、誰でも利用できる地
域の居場所として、「コミュニティカフェ・近隣大家族」もオープンしました。
　併せて在宅の高齢者向け配食サービスで見守り支援も実施いたします。
　調理や配達ボランティアの方を募集してます。
NPO法人じゃんけんぽん
　　住所　高崎市棟高町954－8
　　TEL　027－350－3191　　　FAX　027－350－3192
　　ホームページ 　http://www.jankenpon.jp/

ふれあいの居場所開設ふれあいの居場所開設!!! !

コミュニティカフェ・近隣大家族
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群馬県立身体障害者リハビリテーションセンター　田部井　悦子さん
　

田
部
井
悦
子
さ
ん
は
、
伊
勢
崎
市

に
あ
る
群
馬
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
授
産

部
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
に
、
生
活
支

援
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
市
民
吹
奏
楽
団

に
所
属
し
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
お
仕
事
は
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
？

　

福
祉
関
係
に
興
味
が
あ
り
、
東
京

福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
科
を
卒
業
後
、

介
護
老
人
保
健
施
設
に
２
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。
も
っ
と
人
と
か
か
わ
る

仕
事
が
し
た
く
て
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
が
支
援
員
業
務
に
生
か
せ
る
と

考
え
て
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

お
仕
事
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

30
代
か
ら
70
代
ま
で
の
利
用
者
さ

ん
が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

常
に
利
用
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者

さ
ん
が
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
と

き
、
話
し
を
聞
い
た
り
間
に
入
っ
た

り
し
て
解
決
し
て
い
ま
す
。そ
の
際
、

利
用
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。「
平
等
に

接
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
。

　

お
話
を
お
聞
き
し
た
後
で
、
利
用
者
さ
ん
の
い
る
職
場
を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
丁

寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
田
部
井
さ
ん
の
誠
実
な
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
目
標
と
お
聞
き
し
た
、
料
理
の
腕
前
も
す
ぐ
に
上
達
し
そ
う
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

学
生
時
代
か
ら
フ
ル
ー
ト
が
趣
味

で
、
今
は
伊
勢
崎
市
民
吹
奏
楽
団
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
の
定

期
演
奏
会
が
近
づ
く
と
、
平
日
２
回

と
日
曜
の
練
習
に
は
力
が
入
り
ま
す
。

難
し
い
曲
目
で
も
、
き
っ
ち
り
と
演

奏
で
き
る
と
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
仕
事
を
頑
張
る
元
気
が
湧

い
て
き
ま
す
。

 

福
祉
へ
取
り
組
む
後
輩
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
、
ご
自
身
の
目
標
を
。

　

一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
て
も
、
仕

事
で
は
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。
私
の
場
合
は
フ
ル
ー
ト
で
す

が
、
趣
味
を
生
か
し
て
ス
ト
レ
ス
を

上
手
に
発
散
す
れ
ば
、
仕
事
も
楽
し

く
な
り
ま
す
よ
。

　

こ
の
３
月
で
、
こ
こ
に
勤
務
し
て

ま
る
３
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

利
用
者
さ
ん
に
よ
り
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
技
術
に
磨

き
を
か
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
に
挑
戦
し

た
い
で
す
。

春
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福
祉
ま
め
知
識

福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

Ｑ　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
は
な
ん
で
す
か

Ａ　
乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護

者
が
相
互
に
交
流
を
行
う

場
所
を
開
設
し
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
相
談
、
情
報
の
提
供
、
助
言
、
子

育
て
に
関
す
る
講
習
等
を
行
う
事
業

で
す
。
セ
ン
タ
ー
型(

お
も
に
保
育

所
等
の
児
童
福
祉
施
設
で
実
施)

と

ひ
ろ
ば
型(

お
も
に
公
共
施
設
等
で

実
施)

、
児
童
館
型
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
は
２
５
０
０
カ
所
以
上
あ
り
、

県
内
に
は
平
成
22
年
４
月
現
在
で

１
２
１
カ
所
あ
り
ま
す
。
事
業
の
実

施
主
体
は
市
町
村
で
、
多
く
は
保
育

所
等
の
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
医
療

施
設
を
経
営
す
る
も
の
に
委
託
し
て

実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
あ
り
ま

す
。編集／発行

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会

　〒371-8525（専用郵便番号）

　群馬県前橋市新前橋町13-12

　群馬県社会福祉総合センター内

　TEL　　027-255-6033(代表)

　FAX　　027-255-6173
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福祉の仕事さがしをお手伝いします！福祉の仕事さがしをお手伝いします！
　群馬県福祉マンパワーセンターおよび高崎市・太田市福祉人材バンクでは、福祉人材無料職業紹介事業
を実施しています。ぜひお気軽にご利用ください。
 福祉の仕事を希望する方は･･
　窓口に来所のうえ、求職者登録をしてください。
　求人情報等を月１回ご自宅へ郵送する他、希望の求人があった場合、紹介状を発行しています。
福祉施設等の従事者を募集するには･･･
　最寄りの窓口に来所のうえ、求人票登録をしてください。
こんな事業も実施しています
　求人事業所と求職者との就職面接会や求職者を対象とした就職支援セミナー等を実施しています。

窓口は県内に３ヶ所
○群馬県福祉マンパワーセンター
　☎０２７─２５５─６６００　　℻０２７─２５５─６０４０
　〒３７１─８５２５　前橋市新前橋町13─12（県社会福祉総合センター６階）
○高崎市福祉人材バンク
　☎０２７─３２４─２７６１　　℻０２７─３２０─８３７８
　〒３７０─００４５　高崎市東町80─１　（高崎市労使会館１階）
○太田市福祉人材バンク
　☎・℻０２７６─４８─９５９９
　〒３７３─０８５３　太田市浜町２─７　（太田市福祉会館内）

★ホームページ「福祉のお仕事」でも求人検索、事業所登録や求人登録ができます。

パソコン版
　http://www.nw.fukushi-work.jp/

　　　福祉のお仕事　　　　検索

モバイル（携帯電話）版
　http://www1.fukushi-work.jp/cool/m/


